
共通質問事項

年代 回答

生態が明らかになっていないレッドリスト・ブルーリストの生物

はいますか？
高校生

生物多様性の保全に関わりたいと思っています。

未成年が関われるボランティア団体などはありますか？

ブルーリストの動物を見かけたら、どうすればいいですか？ 高校生

生物の生態は、分かっている種の方が少なく、ほとんどは分かっていないと考えてよいと思います。

生態が分かれば、その種の減少原因が分かり、手を打つこともできます。しかしながら、あまりにも

多くの生物が存在し、一つ一つの生態を明らかにできないのが研究者の悩みです。

岐阜市内には生物多様性の保全を行っている自然環境保全団体があります。ご紹介することができますので岐阜市環境保

全課にご相談ください。

ブルーリストの生物が必ずしも問題とは言い切れません。ヌートリアやアカミミガメなどは問題ですが、今では市内に普

通に分布しています。鳥類では、ドバト（カワラバト）もブルーリストですが、市内に普通にいます。

大切なのは新たに侵入してきた生物に早く気づき、拡大しないように気を付けることだと思います。特に将来問題になり

そうな生物には早めに手を打つことが大切でしょう。実際には、気づいた時には手遅れになっているというのが現実です

が、そうならないようにしたいものです。

レッドリストに選定した時点で、その種は全てが注目していきたい生物です。絶滅危惧種の中にもかなり減少していて厳

しいもの、いくらかはまだ生息しているものなどありますが、レッドリストの生物はもともと環境の変化に弱く、あっと

いう間にいなくなってしまうことが多く、関係者は常に注目し、情報を得るように努力しています。

岐阜市レッドリストの中で一番注目している種はなんですか？ 高校生
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